
私にとってのボランティア 

「ボランティア」とは、これまで無縁の生活でしたので突然「ボランティア」

と言われても、何やらさっぱり雲をつかむような感じです。 
あまり、大仰に考えず、出来ることを出来る範囲でやっていけたらそれでいい

のかなとも思います。 
「ボランティア」も人付き合いの一つと考えれば、人を思いやる気持ちとか、

ちょっとした気づかいなど人として当たり前の心を忘れないようにすることが

大切なのかなとも思います。 
時間や心にゆとりがなくて、時々そういうものを忘れがちな私なので、「あん

だんて」に入会したのをきっかけに、その辺り、心がけたいと思います。と、少

しだけまじめに書いてみました。 
星野黒 ゆかり 

ＴＨＥ「と～く」車イス体験について 

2007 年 5 月 17 日(木) 

5/17 の THE「と～く」には、仕事の都合で出席出来ませんでしたが、島宅で皆さんの感想

など読ませて頂き、「恐かった」「スピードが出る」などの言葉に「へえ～」と意外な感じが

しました。  で、実際に道子ちゃんちで体験です。いきなり。手動はまあまあ、段差がち

ょっと力入りましたがバックは我ながらうまいな～と悦に入りました。ところが、電動にな

ると様子がまったく違います。操作するのは自分なのに、自分の思い通りに動かせません。

方向転換やバック等、初めての人間にはかなり難しいものでした。 

私の母も車イスの生活ですが、人に押してもらうというのはどんな感覚なんでしょう？皆

さんの感想を読むと、相互の信頼が必要と書かれてありました。道子ちゃんには、声かけが

必要、その他色々(忘れてしまったけど)ご指導頂きました。で、自分を振り返ってみると、

母の都合ではなく自分の都合(早く用件を済ませたいとか)、自分のペースで車イスを押して

いた事に気付きました。母は何も言わないけれど、もしかしてかなり怖い思いをさせていた

のでは…。今度会ったら聞いてみるべきか否か、ちょっと悩んでます。 

また THE「と～く」で、車イス体験の機会があれば、今度こそ参加して、人に押してもらっ

たり外に出てみたり出来たらと思います。やっぱり体験しないと分からないことだらけです

ね、人間。   
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【活動報告】 

  2007 年 

☀4/25 (水)  島宅にて「水槽の水換え」池田理絵・水戸昌彦(助っ人） 

☀5/02 (水)  島宅にて「水槽の水換え」池田理絵・水戸昌彦(助っ人） 

☀5/05 (土)  ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ「ふきのとう」ボランティア参加 島道子・小室聡美・谷口道則・肱岡禎行 

☀5/08 (火)  手話 

☀5/09 (水)  島宅にて「水槽の水換え」池田理絵・水戸昌彦(助っ人） 

☀5/15 (火)  「あ～とサークル」山田泰幸「消しゴム版画」講習会 講師：山田泰幸 参加者 9 名 

☀5/16 (水)  島宅にて「水槽の水換え」池田理絵・水戸昌彦(助っ人） 

☀5/17 (木)午後 3：00～保健センター「交流ルーム」 第 4 回ＴＨＥ「と～く」車イス体験 参加者 28 名 

☀5/18 (金)  月例会 

☀5/22 (火)  手話 

 

毎月金曜日（各週）盲学校寄宿舎から施設の子供の「移動介助」田端真由美  

「ガイドブック」印刷/冊子作り 

    
                   

 
   

                                                

 

 

 

 

 

                      

 

 

                                                   

原口節子さんから寄付して頂きました！ありがとうございます。 m(__)m 

ＴＨＥ「と～く」 

5 月 17 日（木）、ＴＨＥ「と～く」の風景。 

「みんなで車イスに乗ってみよっ！」ってことで、車イス体験をしました。 

次回は、6 月 21 日(木)午後 3：00～4：00  帯広市保健福祉センター内“交流ルーム” 

「テーマ」は「イベント」  みなさんもぜひ参加して下さいネ。 

エレベーター体験 体験語、みんなで感想など… 

寄付 


